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貧
困
と
格
差
の
広
が
り
の
中
で
、住
ま
い
の
安
定
が
損
な
わ
れ

る
人
た
ち
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

住
ま
い
は
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
「
民
間
任
せ
」
「
自
己
責
任
」

を
基
本
と
す
る
住
宅
政
策
を
「
住
ま
い
は
人
権
」
と
の
立
場
に
立

っ
た
政
策
に
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
１２
月
議
会
一
般
質
問
で
、
市
営
住
宅
の
整
備

と
家
賃
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。 
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元
木
美
奈
子 

昨
年
３
月
に
行
わ
れ
た
浦
安
市
長
選

挙
に
お
い
て
、
市
長
の
応
援
団
体
が
発
行

し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
は
市
長
の
選
挙
公

約
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
住

宅
政
策
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

「
住
ま
い
の
貧
困
」
を
め
ぐ
り
、
日
本

共
産
党
に
は
市
民
か
ら
の
生
活
相
談
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
老
齢
基
礎
年
金
は
満

額
で
約
６
万
５
千
円
、
年
金
暮
ら
し
の
単

身
高
齢
者
で
最
低
ク
ラ
ス
の
家
賃
４
万

５
千
円
で
も
手
元
に
残
る
生
活
費
は
た

っ
た
月
２
万
円
で
す
。
年
収
２
０
０
万
円

未
満
の
若
者
で
は
親
の
家
に
身
を
寄
せ

る 

市
議
会
議
員 

美
勢
麻
里 

2018 年２月5日 
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る
し
か
な
く
、
母
子
世
帯
の
貧
困
も
深
刻

で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
住
ま
い
の
貧
困
」

を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
を
打
開
す
る
た

め
に
は
、
政
治
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ

き
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
市
長
に
対
し
て
「
住
ま

い
の
貧
困
」
の
実
態
を
正
確
に
把
握
・
分

析
し
、
公
営
住
宅
の
増
設
、
家
賃
補
助
制

度
の
創
設
な
ど
に
踏
み
切
る
必
要
が
あ

る
」
と
迫
り
、
市
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
が
、
市
民
経
済
部
長
が
答
弁
に
立
ち

「
既
存
市
営
住
宅
の
有
効
活
用
や
民
間

賃
貸
住
宅
市
場
の
活
力
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
る
」
な

ど
と
答
え
、
前
松
崎
市
政
と
何
ら
変
わ
ら

な
い
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。（
裏
面
に
続
く
） 

年度 住宅名 タイプ 
応募 

倍率 

26 年度 

２戸 

堀江（１号棟） 2ＤＫ 17 

東野 2ＤＫ 42 

 

27 年度 

３戸 

堀江（2号棟） 3ＤＫ 9 

当代島 
2ＤＫ（車椅

子仕様） 
1 

東野 2ＤＫ 59 

28 年度 

5 月募集 

３戸 

堀江（１号棟） 2ＤＫ 1 

堀江（2号棟） 2ＤＫ 35 

当代島 2ＤＫ 6 

 
28 年度 
11 月 

募集 

5 戸 

堀江（１号棟） 2ＤＫ 3 

堀江（2号棟） 3ＤＫ 15 

猫実第２ 
2ＤＫ（車椅

子仕様） 
38 

堀江東 2ＤＫ 31 

当代島 2ＤＫ 3 

 

 

29 年度 

6 戸 

堀江（１号棟） 2ＤＫ 11 

猫実第１ 3ＤＫ 26 

猫実第２ 1ＤＫ 5 

堀江東 1ＤＫ 26 

東野 1ＤＫ 25 

堀江（１号棟） 2DK 8 
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本
市
の
場
合
、
２
０
０
５
年
に
東
野
市
営
住
宅
の

供
用
開
始
以
後
、
１２
年
間
に
わ
た
っ
て
新
規
整
備
は

無
く
、
現
在
は
６
か
所
、
７
棟
、
１
６
２
戸
、
県
内

で
最
も
少
な
い
市
営
住
宅
戸
数
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
収
入
基
準
を

月
収
２０
万
円
以
下
で
あ
っ
た
も
の
を
１５
万
８
千
円

円
以
下
に
切
り
下
げ
、
入
居
対
象
階
層
を
極
貧
困
層

に
限
定
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
お
正
月
を
目
前

に
ひ
か
え
て
市
が
昨
年
１２
月
に
行
っ
た
空
き
家
募
集

の
応
募
者
数
は
募
集
６
戸
に
対
し
て
１
０
１
世
帯
に

上
り
、
応
募
倍
率
は
１
６
．
８
倍
で
す
。 
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住
宅
に
困
っ
て
い
る
市
民
が
多
く
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
浦
安
市
が
新
規
整
備
や
家
賃
補
助
制
度
に
踏

み
切
ら
な
い
背
景
に
は
、
国
の
住
宅
政
策
が
あ
り
ま

す
。 政

府
は
法
改
定
に
よ
っ
て
十
数
年
前
か
ら
公
共
住

宅
に
関
す
る
供
給
計
画
を
な
く
し
、
住
宅
に
関
す
る

公
的
責
任
を
大
き
く
後
退
さ
せ
、
公
的
住
宅
や
公
団

住
宅
建
設
を
行
わ
な
い
ば
か
り
か
大
き
く
削
減
し
て

い
ま
す
。 

浦
安
市
は
、
住
宅
政
策
は
基
本
的
に
は
民
間
任
せ
、

住
宅
取
得
は
自
己
責
任
と
い
う
国
の
住
宅
政
策
か
ら

脱
却
し
、
市
民
の
住
宅
困
窮
の
実
態
把
握
を
急
ぎ
、

実
態
に
ふ
さ
わ
し
い
し
く
み
づ
く
り
に
踏
み
切
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

認
定
子
ど
も
園
は
、
■
小
学
校

就
学
前
の
子
ど
も
に
、
一
日
４
時

間
程
度
の
教
育
を
提
供
す
る
（
一

号
認
定
）
、
■
両
親
の
就
労
等
に

よ
り
保
育
が
必
要
な
子
ど
も
に
、

８
～
１１
時
間
の
保
育
を
提
供
す

る
（
２
号
認
定
）
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

本
市
は
幼
稚
園
を
順
次
、
移
行

し
、
現
在
、
８
園
が
認
定
子
ど
も

園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
認
定
子
ど

も
園
の
就
園
児
は
１
号
認
定
が

（
昨
年
５
月
時
点
）
６
２
５
人
、

２
号
認
定
児
は
１
７
２
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 ２０１５年度から始まった子ども・子育て支援新制度の下で導入された

「認定子ども園」は、幼稚園と保育園の二つの顔・機能を併せ持つ施設です。 

日本共産党は、認定子ども園の給食の在り方について昨年１２月議会で取

り上げ、改善を求めました。  

 

幼
稚
園
の
昼
食
は
各
家
庭
の
保

護
者
が
手
作
り
し
た
お
弁
当
が

基
本
で
、
一
方
、
保
育
園
で
は
長

年
に
わ
た
り
、
園
内
に
あ
る
調
理

場
で
調
理
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
給

食
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
認
定
子
ど
も
園
で

は
「
昼
食
は
手
作
り
の
お
弁
当
が

基
本
で
す
が
、
お
弁
当
を
用
意
で

き
な
い
場
合
、
宅
配
弁
当
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
」
と
し
て
、
宅

配
弁
当
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

党
市
議
団
は
認
定
子
ど
も
園

の
宅
配
弁
当
を
一
昨
年
に
試
食

し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
「
乳
幼
児

期
の
食
事
は
、
空
腹
を
満
た
す
だ

け
で
な
く
、
味
覚
や
食
の
嗜
好
の

基
礎
が
培
わ
れ
、
そ
の
後
の
食
習

慣
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、
「
２
号

認
定
の
場
合
、
一
日
の
生
活
時
間

の
大
半
を
園
で
過
ご
す
こ
と
に

な
り
、
認
定
子
ど
も
園
に
お
け
る

食
事
を
軽
く
見
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
」
と
主
張
し
、
改
善
を

求
め
ま
し
た
。 

 

改
善
策
と
し
て
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
搬
入
や
近
く
の

公
立
保
育
園
か
ら
の
配
送
方
式

導
入
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

子
ど
も
部
長
は
「
本
来
で
あ
れ

ば
、
そ
の
施
設
で
給
食
を
提
供
で

き
る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
か
と
思

う
」
と
答
え
る
一
方
で
、
「
施
設

改
修
や
相
対
的
に
課
題
が
あ
り
、

認
定
子
ど
も
園
全
体
を
見
据
え

た
方
向
性
を
打
ち
出
さ
な
い
と

給
食
だ
け
を
改
善
す
る
の
は
今

の
現
状
で
は
難
し
い
」
と
い
う
考

え
を
示
し
ま
し
た
。 
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